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【技術の名称】 

ダイワ式鋼管杭ネジ方式継手工法 

性能証明番号：GBRC 性能証明 第 01-12 号 

性能証明発効日：2002 年 1 月 8日 

【取得者】 

大和ハウス工業株式会社 

【技術の概要】 

  本技術は、鋼管杭の端部にネジ方式継手（メ

ネジ部品及びオネジ部品）をあらかじめ工場溶

接しておき、現場で鋼管杭を接合する際に、下

杭のメネジ部品と上杭のオネジ部品を結合する

ことにより現場溶接作業を伴うことなく鋼管杭

を接合する技術である。 

【技術開発の趣旨】 

  従来、鋼管杭の接合は現場溶接継手により行

われているが、接合部の品質は溶接作業者の技

量及び溶接作業環境によるところが大きく、品

質の安定性に問題がある。本工法は、鋼管杭の

接合に工場溶接したネジ方式継手を用いること

により、接合部の品質の安定化と向上を図ろう

としている。 

【性能証明の内容】 

  本技術について性能証明を行った結果は、以

下の通りである。 

申込者が提案する「ネジ方式継手を有する鋼

管杭の製造及び設計・施工」に基づいて製造・

施工されたネジ継手接合鋼管の圧縮性能は、鋼

管の圧縮性能と同等であると認められる。した

がって、本技術によって接合された鋼管の許容

圧縮耐力として、鋼管の長期および短期の許容

圧縮耐力を採用して問題ないと判断される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネジ方式継手の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネジ部品 

 

 

 

 


